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2023事業年度：ボッシュ、逆風下でも売上高および 
業績を拡大 
低迷する経済情勢によりコスト圧力増大、目標利益率達成時期を
先送り  
 
 最大限の努力：為替調整後の売上高は 8%増の 916 億ユーロ、支払金利前税

引前利益率（EBIT）5％に上昇 
 広範囲な事業展開：同時に集中的な製品ポートフォリオ管理で戦略的な方針

強化 
 事業再編：集約したモビリティ事業セクターが 2024 年 1 月に始動 
 ロバート・ボッシュ GmbH 取締役会会長のシュテファン・ハルトゥング： 

「2023 年度に逆風に直面したものの、ボッシュは未来を形成するテクノロ
ジー、特にクライメートアクションに関連するテクノロジーへの積極的投資
を継続しています」 

 財務担当取締役のマルクス・フォーシュナー：「逆風が続くため、目標利益
率達成時期を先送りします。将来の成長資金調達のために、資金資源の効率
活用と収益性のバランスをとり続ける必要があります」 

 
シュトゥットガルト（ドイツ）– グローバル規模で革新的なテクノロジーとサー
ビスを提供するボッシュ・グループは、2023 事業年度において厳しい状況下で
も期待通りの成果をあげました。暫定決算報告によると、ボッシュの 1売上高は
前年比 4%増、為替調整後では 8%増の 916 億ユーロとなりました。支払金利前
税引前利益率（EBIT）は 5％に達し、前年度の 4.3%よりやや改善し、期待通り
となりました。「ボッシュにとって、2023 年は想定を上回る厳しい年でした。 
しかし最大限の努力により売上高を拡大、利益率を改善し、強い逆風にもかかわ
らず前進しました」と、ロバート・ボッシュ GmbH 取締役会会長であるシュテ
ファン・ハルトゥングは暫定決算報告の発表に際して述べています。「厳しい状
況を考えると、これは従業員による素晴らしい成果です。今後数年間は、私たち
全員にも多くのことが求められるでしょう」  
 

 
1 内部報告に基づく。後日発表される年次報告書の外部の数値とは異なる場合があります。 

https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-stefan-hartung-43341.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-stefan-hartung-43341.html
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昨年度、ボッシュは成長分野のさらなる拡大、モビリティ事業の変革、そしてす
べての事業分野における競争力強化を実現しました。「私たちは未来を形作るテ
クノロジー、特にクライメートアクションに関連するテクノロジーへの積極的投
資を継続しています。しかし、そのようなテクノロジーの市場浸透には遅れが見
られ、市場の勢いは鈍化しています。私たちが将来の成長資金を調達するには、
受注状況の低迷に対応し、競争力の強化に努めるほかありません」とハルトゥン
グは述べています。こうした状況を踏まえ、ボッシュはモビリティ事業セクター
を含めいくつかの分野で調整が必要になると予想しています。モビリティ事業セ
クターでは最近、従業員代表とこの件について協議を開始しました。必要な人員
調整は可能な限り社会的に受け入れられるものでなければなりません。ドイツ国
内のモビリティ拠点に関しては、2023 年夏に従業員代表と締結された労働協約
に基づき、2027 年末までは人員削減は見送られます。「変革は社会的パート
ナーシップを通じてのみ成功します。私たちはまた、産業立地としてのドイツ、
とりわけ製造拠点としてのドイツにコミットしています」とハルトゥングは述べ
ています。さらに、ボッシュは特に有望な事業分野で雇用を継続し、できるだけ
多くの従業員をリスキリングし、縮小分野から成長分野に異動させたいと考えて
います。2030 年までに、トレーニングやリスキリングに総額約 40 億ユーロを
費やす計画です。これには従業員の意欲も必要になります。 
 

気候変動政策：不安定性が市場の勢いを弱める 
気候変動との闘いは、ボッシュのようなテクノロジー企業にとって依然として重
要な課題であり、数多くのビジネスチャンスをもたらしています。ボッシュは先
ごろ米国で開催された CES 国際家電ショーで、持続可能なエネルギーの使用の
ためのテクノロジーとソリューションを発表しました。ハルトゥングは、現在の
気候変動政策が多くの企業の事業環境を不安定にしていると考えています。「最
近ドイツが電気自動車補助金を突然廃止したように、施策の施行に一貫性がない
と問題が生じます。不安定な政策構造は長期的な購買意思の決定を妨げます。経
済には可能な限り予測可能性が必要です」と彼は述べています。同時にハルトゥ
ングは、政策立案者に理解を示します。 欧米諸国の多くの政府は、繁栄を持続
させ、地球温暖化を緩和しなければならないと同時に、緊縮財政の圧力とポピュ
リストの批判の両方にさらされています。 
 
成長戦略： 技術革新を支える投資 
現在の低迷する経済情勢においても、ボッシュは進歩を遂げています。ボッシュ
は主要市場でトップ 3 に入るサプライヤーとなり、世界のあらゆる地域で効果
的に地位を確立することを目指す、という戦略目標を堅持しています。「特に変
革の時代において、ボッシュの業界や地域を超えた広範囲な事業展開は非常に貴
重です」と、ハルトゥングは語ります。一方で「集中的な製品ポートフォリオ管
理を否定するものではない」との言葉が表す通り、ボッシュではビルディングテ
クノロジー事業部をシステム インテグレーション事業に集中させ、製品事業の
大部分を売却することを決定しています。さらにボッシュは、北米におけるビル

https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/boschces-2024-261248.html
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ディングオートメーション市場での地位を強化するため、2015 年に Climatec
社を、昨年には Paladin Technologies社を買収しました。 
 
ボッシュはまた、半導体事業など自ら定めた成長分野の拡大も実現しています。 
欧州合弁会社 ESMC への投資や、米国ローズビルのウエハ製造工場の買収な
ど、ボッシュは 2023 年に重要な投資決定を下しました。さらに電気自動車のパ
ワーエレクトロニクスに使用され、航続距離の延伸に貢献する SiC チップの製
造で、さらなる成長を目指しています。「シリコンカーバイドの構造を平面上で
はなく垂直に構築することで、チップの出力密度をさらに高めることができま
す。私たちはこの技術を自動車向けに実用化した最初の SiＣメーカーで、かつ
2023 年には第 2 世代の製品でさらに性能を 30％向上させています。ボッシュ
では投資が革新力を支えます」とハルトゥングは述べ、ボッシュの技術革新力を
強調しました。ボッシュは 2026 年から、コスト効率の高い 200mm ウエハ上
で初の垂直構造 SiC チップを製造予定です。 
 
モビリティ産業の変革： eモビリティを促進する標準化  
ボッシュは自動車業界の変革に対応するため、主力事業の再編を史上最大規模で
進めています。集約したモビリティ事業セクターは 2024 年初頭に始動しまし
た。新しい特徴のひとつが、将来重要となるソフトウェア、半導体、車載コン
ピュータという 3 つの分野を水平的に担当することです。ボッシュは未来のモ
ビリティに向け、新興および既存のテクノロジーのさらなる活用により、ビジネ
スチャンスの最大化を図ります。 
 
たとえば、特に自動運転や電動化をサポートする新しい冗長ブレーキシステムの
需要が高まっています。ハルトゥングは、ボッシュが 2030 年までに同分野で年
間 10％の成長を目指していると伝えたうえで、「全般的に、ボッシュはブレー
キシステム分野において競合他社の 2 倍の速さで成長しており、ESC の市場規
模が縮小する中でも売上高を維持しています」と述べています。 e モビリティ
に関して、 ハルトゥングは欧州における充電ステーションや手頃な電気自動車
の不足を改善するなど、まだやるべきことがたくさんあると考えています。「昨
年、中国の自動車輸出台数が 60％増となり、改めて考える機会を得ました」と
述べました。「中国の自動車メーカーは、電動パワートレインソリューションの
標準化を望んでいます。それは、欧州の私たちが逃すわけにはいかないスケール
メリットが生まれます」  
 
2023年の業績状況：モビリティ事業とエネルギー・ビルディングテクノロジー
事業が力強い成長を見せる 
2023 年は、ボッシュの各事業セクターの売上高は複雑な様相を見せました。
2023 年に 563 億ユーロの売上高を達成したモビリティ事業は、継続してボッ
シュの事業セクターで最も好調な売上高を記録しました。前年比 7％増、為替調
整後で 11％増でした。「ボッシュの製品は、既存および新規事業分野の両方で
需要があります。これがモビリティ事業セクターの発展を維持するモチベーショ

https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/acquisition-of-paladin-technologies-bosch-plans-to-expand-its-building-services-business-in-north-america-256000.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/tsmc-bosch-infineon-and-nxp-establish-joint-venture-to-bring-advanced-semiconductor-manufacturing-to-europe-257088.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/rising-demand-for-sic-chips-bosch-plans-to-acquire-u-s-chipmaker-tsi-semiconductors-253824.html
https://www.bosch.co.jp/press/group-2112-01/
https://www.bosch.co.jp/press/group-2305-02/
https://www.bosch.co.jp/press/group-2309-01/
https://www.bosch.co.jp/press/group-2309-01/
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ンを高め、さらなる取り組みが必要となるでしょう」とロバート・ボッシュ
GmbH 取締役会メンバー兼財務担当取締役であるマルクス・フォーシュナーは
述べています。産業機器テクノロジー事業セクターは、75 億ユーロの売上高を
達成しました。HydraForce 社の買収に伴い、前年比 8%増、為替調整後では
10％の増加でした。消費財事業セクターの売上高は 199 億ユーロで、前年 7％
減、為替調整後では 1%微減となりました。「消費者の著しい買い控えが、当社
の電動工具事業と家電製品事業に大きく影響しました」とフォーシュナーは語り
ました。エネルギー・ビルディングテクノロジー事業セクターの売上高は、９％
増の 76 億ユーロと大幅に増加しました。為替調整後では 11％増でした。「エ
ネルギー効率の高い再生可能な暖房技術に対する需要の大きさだけではなく、
ボッシュグローバルサービスソリューションズ事業部におけるサービス事業の拡
大も追い風となりました」とフォーシュナーは述べています。 
 
2023年の業績状況：欧州と北米で最も力強い成長 
ボッシュの地域別売上高も複雑な様相を呈しました。「欧州と北米は、名目値で
最も力強い成長を記録しました」と、フォーシュナーは述べています。 欧州の
売上高は 6％増の 468 億ユーロ に達し、為替調整後では 8％増となりました。
北米の売上高は 4％増の 152 億ユーロとなり、為替調整後では 8％増加しまし
た。南米の売上高は 17 億ユーロと、前年比 6％減少したものの、為替調整後は
4％の伸びとなりました。「ブラジルの通貨レアルの下落が決定的な要因でし
た」とフォーシュナーは説明しました。アジア太平洋地域の売上高は 1%微増の
279 億ユーロ、為替調整後では 9％増となりました。「この数字は、中国経済の
いくつかのセクターにおける成長鈍化を反映しています」と、フォーシュナーは
述べています。「インドと日本は力強い成長を見せましたが、部分的な相殺にと
どまりました」 
 
2023年の従業員数の推移：安定した水準の雇用 
2023 年 12 月 31 日時点で、ボッシュ・グループの従業員数は全世界あわせて
約 42 万 7,600 人でした。 暫定決算報告によると、前年から約 7,600 人、およ
そ 2％の増加となります。ドイツ国内の従業員数は、前年とほぼ同数の 13 万
3,800 人 でした。  
 
2024年の展望：世界経済からの成長刺激は期待薄 
ボッシュは今年の世界経済の成長率について、2～2.5％と緩やかなものにとど
まると予想しています。「私たちの予測では、世界経済が勢いを取り戻し始める
のは 2025 年になるでしょう」と、フォーシュナーは語ります。「当社のすべて
の主要セクターにおける見通しは、楽観視できません」。自動車業界では、ボッ
シュは 2024 年の自動車生産水準は前年並みになると予想しています。ボッシュ
は機械製造の景気低迷が今後も続くと予測しており、消費財の需要は 2025 年ま
で回復しないと見ています。エネルギー分野では、特に主要市場であるドイツに
おいて、暖房システムに対する将来の規制について住宅所有者が不安視している
ことから、消費者の購買意欲は依然として低迷していると見ています。ボッシュ

https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-markus-forschner-230465.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-markus-forschner-230465.html
https://www.boschrexroth.com/de/at/unternehmen/presse/bosch-rexroth-schliesst-uebernahme-von-hydraforce-ab-15488.html
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は 2024 年度も市場からの後押しは期待していません。「私たちは、冴えない経
済環境で多額の先行投資をしなければならないとしても、少なくとも 7 ％とい
う目標利益率を見据えています」とフォーシュナーは述べました。いずれにせ
よ、ボッシュは目標利益率達成に向けた従来のスケジュールを 1～2 年先送りし
ています。ボッシュは将来の市場開拓を成功させるために、コストと競争力を改
善する取り組みをさらに強化する予定です。さらにフォーシュナーは、「収益性
と資金資源を効率的に活用する一方で、将来の成長のための先行投資とのバラン
スに努めています」と加えました。 
 
 
 
報道関係対応窓口： 

Corporate, business, and financial topics:  
Sven Kahn, e-mail: Sven.Kahn@de.bosch.com  
Phone: +49 711 811-6415   
Energy and Building Technology: 
Dörthe Warnk, e-mail: Doerthe.Warnk@de.bosch.com  
Phone: +49 711 811-55508  
Sustainable mobility:  
Jörn Ebberg, e-mail: Joern.Ebberg@de.bosch.com 
Phone: +49 711 811-26223  
Human resources and social welfare: 
Kristina Müller-Poschmann, e-mail: Kristina.Mueller-Poschmann@de.bosch.com 
Phone: +49 711 811-13315  
 
 
世界のボッシュ・グループ概要 
ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディングカンパ
ニーです。2023 年の従業員数は約 42.8 万人（2023 年 12 月 31 日現在）、暫定決算報告での売上高は
916 億ユーロ（約 13.9 兆円*）を計上しています。現在、事業はモビリティ、産業機器テクノロジー、消
費財、エネルギー・ビルディングテクノロジーの 4 事業セクター体制で運営しています。ボッシュは IoT
テクノロジーのリーディングプロバイダーとして、スマートホーム、インダストリー4.0 さらにコネク
テッドモビリティに関する革新的なソリューションを提供しています。ボッシュは、サステイナブル、安
全かつ魅力的なモビリティを追求しています。ボッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービスに関す
る豊富な専門知識と「Bosch IoT cloud」を活かし、さまざまな分野にまたがるネットワークソリュー
ションをワンストップでお客様に提供することができます。ボッシュ・グループは、AI（人工知能）を搭
載する、もしくは AI が開発・製造に関わった製品を提供することで、コネクテッドライフを円滑にする
ことを戦略目標に掲げています。ボッシュは、革新的で人々を魅了する全製品とサービスを通じて生活の
質の向上に貢献します。つまり、ボッシュはコーポレートスローガンである「Invented for life」-人と社
会に役立つ革新のテクノロジーを生み出していきます。ボッシュ・グループは、ロバート・ボッシュ
GmbH とその子会社 470 社、世界 60 カ国以上にあるドイツ国外の現地法人で構成されており、販売／
サービスパートナーを含むグローバルな製造・エンジニアリング・販売ネットワークは世界中のほぼすべ
ての国々を網羅しています。ボッシュの未来の成長のための基盤は技術革新力であり、世界 136 の拠点
で約 9 万人の従業員が研究開発に、そのうち約 4.8 万人がソフトウェアエンジニアリングに携わっていま
す。 
 
ボッシュの起源は、1886 年にロバート･ボッシュ（1861～1942 年）がシュトゥットガルトに設立した
「精密機械と電気技術作業場」に遡ります。ロバート・ボッシュ GmbH の独自の株主構造は、ボッ
シュ・グループの企業としての自立性を保証するものであり、ボッシュは長期的な視野に立った経営を行
い、将来の成長を確保する重要な先行投資を積極的に行うことができます。ロバート・ボッシュ GmbH
の株式資本の 94％は慈善団体であるロバート・ボッシュ財団が保有しており、残りの株式はロバート・
ボッシュ GmbHおよび創業家であるボッシュ家が所有する法人が保有しています。議決権の大半はロ
バート・ボッシュ工業信託合資会社が保有し、株主の事業機能を担っています。 

mailto:Sven.Kahn@de.bosch.com
mailto:Doerthe.Warnk@de.bosch.com
mailto:Joern.Ebberg@de.bosch.com
mailto:Kristina.Mueller-Poschmann@de.bosch.com


 

 

 

  
    

Page6 of 6 

 
*2023 年の為替平均レート、1 ユーロ＝151.9026 円で計算 
 
さらに詳しい情報は 以下を参照してください。 
www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト （英語） 
www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス （英語） 
@BoschPress ボッシュ・メディア 公式 X（ドイツ語） 
www.bosch.co.jp/ ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト （日本語） 
@BoschJapan ボッシュ・ジャパン 公式 X （日本語） 
https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語） 
https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式 YouTube （日本語） 
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